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3 月定例会において、議員発議により、全会一致で議員定数を 12人から 10人へ削減することが3月定例会において、議員発議により、全会一致で議員定数を 12人から 10人へ削減することが
決定し、次回選挙より施行される運びとなりました。議会活性化特別委員会では、この重要なテー決定し、次回選挙より施行される運びとなりました。議会活性化特別委員会では、この重要なテー
マに対し、幾度となく議論を重ね、議会の在り方や将来像について真摯に向き合ってきました。マに対し、幾度となく議論を重ね、議会の在り方や将来像について真摯に向き合ってきました。
本特集では、これまでの議論の経過を振り返るとともに、各議員の考えや決断の背景、そして定本特集では、これまでの議論の経過を振り返るとともに、各議員の考えや決断の背景、そして定
数削減後の新たな議会運営の姿について、多角的に考察していきます。数削減後の新たな議会運営の姿について、多角的に考察していきます。

これまでの議会活性化特別委員会の流れこれまでの議会活性化特別委員会の流れ
令和 5 年 9月7日

（第2回）
議員のなり手不足を主題に現状認識を共有。無投票増加、平均年齢の高さ、女性議員の少な
さ、報酬水準の低さなどを確認。要因は人口減少だけでなく、議会の見えにくさや参加のハー
ドルなど複合的であり、広報の強化や対話機会の創出が必要と整理。

令和 6 年

3月6日
（第3回）

区長へのアンケートを踏まえ、なり手不足・定数・報酬などの主要課題を再整理。町民と
の意見交換会は方法を見直して実施する方針とし、模擬議会は当面見送りとした。

4月9日
（第4回）

意見交換会の具体的な運営（班編成・進行方法）を決定。共通テーマを「議会議員に望むこと」
とし、要望の聴取ではなく、議会への意見や評価の把握を目的とすることを確認。

6月11日
（第5回）

5 年ぶりに実施した意見交換会（北部・中部・西部）各地区の結果を共有。なり手不足や無
投票、情報発信不足への不満に加え、「結果が見えない」「議員が普段から声を聞いていない」
との指摘があった。多様な地域課題も提示され、意見交換会は有意義として、継続実施と
運営改善の必要性を確認。

9月6日
（第6回）

意見交換会での質問に対する町の回答を報告（スマホ支援、観光、空き家、高齢者、交通、
防災など）。内容を議会だよりで町民へ周知する方針を決定。あわせて議員定数について、
現状維持・削減・増加の選択肢による全議員アンケートを実施。

12月19日
（第7回）

定数アンケートの結果は「削減」が多数（特に 2 人減）。委員会として削減方針を確認し、
具体数は今後検討。手続きは段階的に進めることとし、内容は議会だよりで周知。報酬に
ついても見直しが必要であるとし、報酬審議会の開催を町長へ要請する方向で一致。

令和 7 年

2月19日
（第8回）

議員定数を次回選挙から「12 人→ 10 人」に削減することを全会一致で決定。6 月定例会
での議員発議を目指す方針を確認。報酬についても引き上げの必要性で概ね一致し、具体
案の検討へ。

3月6日
（第9回）

議員報酬の具体額を協議し、「議員 26 万 5,000 円（副議長 28 万円、議長 34 万円）」案を
要望することで決定。なり手不足の要因として報酬の低さや負担増を再確認。政務活動費
は報酬と切り離し、継続検討。中間報告および要望書提出。

5月8日
（第10回）

正副委員長の辞職に伴い互選を実施。委員長に細谷秀明氏、副委員長に阿部正明氏を全会
一致で選任。

12月8日
（第12回） 町民議会での意見整理、議員報酬増額要望、定数削減条例の提出時期などについて協議。

令和 8 年

1月15日
（第13回）

これまでの議論を総括し、議員定数「12 → 10 人」で正式合意。なり手不足の背景として、
報酬が平成 8 年以降ほぼ据え置きで、生計維持が困難との認識を共有。議会機能強化と人
材確保のため、報酬見直しを重要課題として整理。

2月24日
（第14回）

なり手不足、物価上昇、職務負担増を踏まえ、議員報酬を「23 万 5,000 円→ 29 万 5,000
円」へ引き上げるよう町長へ強く要望する方針を決定。あわせて議長・副議長および特別
職の報酬見直しも求め、3 月定例会で要望書を提出することとした。（関連記事 23 ページ）

全会一致で可決！！全会一致で可決！！
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特集

次のページへ続く

議員定数を私はこう考える議員定数を私はこう考える

青木裕子 議員青木裕子 議員

和田一則 議員和田一則 議員

長岡裕二 議員長岡裕二 議員

柴田喜久雄 議員柴田喜久雄 議員

　無投票選挙により議員の資質低下のおそれや、日頃の活動への評価がはかれない状況
を鑑みますと、定数の削減が妥当と考えました。一方で、町民の皆様からは人口減少に
伴う議員の定数削減の声を頂戴しますが、少子高齢化に起因する諸問題の多発・複雑化
に対して議員が対応しきれなくなることが懸念されます。単純な人口比率や漠然とした
肌感覚ではなく、各議員の活動実情を把握の上、ご理解いただけますと幸いです。こち
らも、さらなる情報発信に努めてまいります。

　次回の選挙から定数が２人削減され10人となりますが、町の面積や地域数は変わら
ず、55集落のままです。人口だけが極端に減少していく中で、議員一人ひとりの労力や
責任の重さは計り知れないものとなってきます。
　早晩５千人を切り４千人台となる中で、大規模な社会資本投資を踏まえた財政状況を考
えますと、議員のみならず職員一人ひとりに課せられる責任は重大な局面を迎えます。
　議員報酬の大幅引き上げを要望していますが、歳費削減とならないよう、議員として
一層の覚悟を持って職責を全うしてまいります。

　前回選挙が無投票となったことから、定数の在り方が問われました。個人的には、議
員定数削減は民意を反映したものと考えています。
　今後は、委員会の構成や議会運営などを効率的に進めていくことになりますが、基本
的には2人減を10人の議員で補っていくことになります。
　定数減により、議会の意義や機能を損なうことなく、町民の皆様に寄り添い、町民の
意見などを町政に反映させるために努めてまいります。

　議員定数の削減は、時代の変化を踏まえ、議会自らがその役割と責任を見つめ直すた
めの決断と考え、賛成いたしました。定数減に伴い、一人ひとりの責任はこれまで以上
に重くなり、議会の真価が問われることになります。その重みを真摯に受け止め、丁寧
かつ実効性のある議論を積み重ねることで、町民の信頼に応える議会を築いてまいりま
す。退路を断つ覚悟で職責を果たしてまいります。
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議員定数を私はこう考える議員定数を私はこう考える

阿部正明 議員阿部正明 議員

白田忠一 議員白田忠一 議員

鈴木義昭 議員鈴木義昭 議員

鈴木光一 議員鈴木光一 議員

佐竹祐樹 議員佐竹祐樹 議員

石井喜久男 議員石井喜久男 議員

細谷秀明 副議長細谷秀明 副議長

阿部為吉 議長阿部為吉 議長

　当時の議会活性化特別委員会委員長として、議員定数削減に賛同いただいた議員の皆
様の英断に心から敬意を表します。当町も県内２番目に高い高齢化率が示すとおり高齢
化が進み、人口５千人台の町へと変貌しました。この状況下において、定数削減は避け
られない問題と考えました。２人削減となりますが、次期選出される10人の議員には、
町内全域の住民の生の声を伺い、町政に反映させる「この行動ができないなら職を辞
す」この覚悟を持って立候補していただきたいです。

　これまで４回立候補しましたが、２回は無投票でありました。無投票の背景にある主
要因としては、人口減少による人材不足に加え、議員報酬の低さから若い世代が専業で
活動することが難しい現状があります。また、政治離れや関心の低さで、若い世代で議
員活動へのハードルが高いと感じ、立候補を避ける傾向があります。有権者が投票を通
じて審判を下す機会が失われ、真の信任が得られないことで競争がなくなり、政策論争
が深まらず閉鎖的になりやすいため、削減に賛成しました。

　人口減少や少子高齢化に伴う地域コミュニティの維持など、課題は山積しています。
議員定数削減により財政負担の軽減につながる一方、住民の付託を受けている議員です
ので、これまで以上に誠実に職責を果たす必要があります。一方で、定数減により多様
な意見が反映されにくくなることや、少数意見が封じ込められるリスクも懸念されま
す。町民の「しあわせ」を実現するため、行動していきます。

　議員定数削減については、多くの自治体でなり手不足や定員割れが発生しており、大
きな問題であることから、その解消策と考えました。今後の課題は、一人の議員への負
荷が大きくなることです。議会で取り上げる目や耳の数が減る分、町民の声をより重く
受け止めなければならないと思います。
　この朝日町が、老若男女問わずキラリと光るまちづくりを実現できるよう、今後も考
え、町民の皆さんと共に歩いていきたいです。

　近隣市町村と比べても、人口の割に議員の人数が多いのが一番の要因です。これから
の議員の方には、人口の多い地域だけの意見に固執することなく、人口減少により集落
の維持が困難な地域の意見にも耳を傾け、自分事として考えられる議員になってもらい
たいです。町民の一人ひとりが何事にもチャレンジし、町の元気と活性化に取り組んで
ほしいと思います。

　議員定数削減については、町民の意思として削減を求める声が年々多くなってきてい
ることや、人口減少などの状況を鑑み、定数削減は時代の流れと考え、賛成しました。

　私は現在３期目ですが、過去2回の改選はいずれも無投票という結果でした。こうし
た状態が続けば、議員の考え方が固定化し、さまざまな議論ができず、町の活性化には
つながらない懸念があります。したがって、今後は定数を削減し、現役世代の政治参画
を促すため、次期改選に向けて「報酬の在り方」や「出馬しやすい環境づくり」につい
て、町民との対話を積極的に推進するなど、議員自ら行動すべきと考えます。

　本来、議員定数は減らすべきでないと思いますが、人口減少が進む中ではやむを得な
いと考えます。その分、議員各位が地域の実情をしっかりと把握し、町民の声を大切に
活動していかなければなりません。定数減により業務量は増えますが、議員一丸となっ
て取り組んでまいります。
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これをどのように補っていくかが今後の最大の課題です。
これからの議会の取り組みに、ぜひご注目ください。

議
員
定
数
が

議
員
定
数
が
1212
人
か
ら

人
か
ら
1010
人
へ
人
へ

～
よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
～

人口減少や厳しい財政状況
を踏まえ、議会の規模を適
正化するためです。

また、議員の役割や活動の質を高め
る観点から、「少数精鋭の議会」へ
の転換を図ります。

な ぜ 議 員 を 減 ら す の で す
か？

A

Q1

確実に増えます。担当分野の
拡大や委員会の兼務、調査・
政策立案の負担増が見込ま

れ、今後はより専門性と責任が求め
られます。

議員一人の負担は増えるの
では？

A

Q3

何もしなければ弱くなりま
す。そのため、質問力の向上
やデータに基づく監視、少数

でも深く追究する姿勢が必要です。
「人数」から「質」へ転換できるか
が最大のポイントです。

チェック機能（監視機能）
は弱くなりませんか？

A

Q4

あります。主に以下の点で
す。 ①常任委員会の構成見
直し ②1人当たりの役割増

加 ③委員会審査の負担増。議会活
性化特別委員会では現在、委員会や
運営方式の見直しも行っています。

議会運営に影響はあります
か？

A

Q5

議員 2 人分の報酬・手当な
どが削減されます。ただし、
議会全体の予算に占める割

合は大きくないため、「財政効果」
よりも「議会の在り方改革」の意味
合いが強い決定です。

経費削減の効果はどの程度
ですか？

A

Q6

その懸念はあります。その
ため、議会としては以下の
強化が不可欠です。 ①意見

交換会の充実 ②SNSやデジタルの
活用 ③議員１人当たりの情報収集
力の向上 ④「人数の減少＝機能低
下」にならない仕組みづくりが前提
となります。

議員が減ると、住民の声が
届きにくくなりませんか？

A

Q2

一概には言えません。
定数減により競争はや
や高まる可能性がある

一方、負担増によって敬遠さ
れる可能性もあります。
そのため、報酬・環境・やり
がいの見直しとあわせて考え
る必要があります。

なり手不足の解消につ
ながりますか？

A

Q7

メリット
・�意思決定の迅速化
・�議員の責任の明確化

デメリット
・�地域代表性の低下
・�声の拾い漏れの可能性

住民にとってのメリッ
ト・デメリットは？

A

Q9
次の 3 点に集約されま
す。
①�少数でも政策提案が

できる議会
②�住民と直接つながる開かれ

た議会
③�行政を的確に監視できる専門

性の高い議会

今後の議会に求められ
る姿は？

A

Q8

議員定数議員定数
12人→10人12人→10人
想定Q&A想定Q&A
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予算審査特別委員会予算審査特別委員会

令和令和８８年度  一般会計予算年度  一般会計予算

　朝日町一般会計、３特別会計（国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療）および３企業会計
（病院事業・水道事業・集落排水事業）以上７会計の令和８年度予算案を予算審査特別委員会で
審査し、全議案を原案どおり可決すべきものと決しました。
　その後、本会議で委員長報告がなされ、全議案を原案どおり可決しました。

町　税…………
地方交付税…… 

町　債………… 

繰入金…………

公債費…………
扶助費…………
投資的経費……
物件費………… 

補助費等……… 

繰出金…………

町民税や固定資産税、軽自動車税など、町に入る税金です。
県や市町村間の収入の格差をなくすために、国から交付されるお金。町の
歳入の3分の1近くがこのお金です。
建物や道路の新設・整備など多額の資金が必要となる事業の財源とするた
め、国や銀行などから借りる資金のことです。
町の貯金（基金）の取りくずし金です。

町の借金（町債）の返済費用です。
主に生活に困っている人や子育て世帯、障がい者などへの給付金です。
道路、橋りょう、公園、学校など、社会資本の整備に要する経費です。
人件費、維持補修費、扶助費、補助費など以外の町が支出するお金。具体
的には、職員旅費や備品購入費、委託料などが含まれます。
町から事務組合や民間、個人などに対して交付される経費です。負担金・
補助金および交付金（一般的な補助金）などが該当します。
町の特別会計（３会計）へ支出される経費など。

予算審査特別委員会　阿部正明 委員長

9595億億22,,400400万円万円
可決しました可決しました

ワンポイント予算用語解説ワンポイント予算用語解説

前年度比（42.5% 増）前年度比（42.5% 増）
2828 億億 44,,000000 万円の増万円の増

6

　委員長就任にあたりご挨拶申し上げます。一般会計当初
予算は、過去最高の 95 億 2,400 万円です。令和 11 年開
校予定の「あさひ未来学園」や Asahi 自然観コテージ村整
備事業といった大型建設事業とともに、町民生活に密接に
関係する事業予算が多数含まれています。皆様には、町民
の代表として厳しく審査に努められますようお願いいたし
ます。

委員長挨拶

特
　
集

議
案
審
議

採
決
一
覧

人
事
案
件
・
臨
時
会

子
ど
も
議
会

一
般
質
問

視
察
研
修
報
告

議
会
の
活
動

予
算
審
議



令和令和８８年度  一般会計予算年度  一般会計予算

目玉事業はこれだ！目玉事業はこれだ！

一般会計予算の構成

歳出歳入

9595億億22,,400400万円万円
義務教育学校の整備事業

30億3,220万円
Asahi自然観コテージ村の

整備事業
3億3,400万円

町道立木ブナ峠線
災害復旧工事
2億2,200万円

物価高とう対応・水道利用料
減免事業

3,275万円

有害鳥獣融解施設整備に対する
町鳥獣被害対策実施隊への補助事業

165万円

朝日町JR左沢駅間直行バスの
実証運行事業

112万円

過去最大の過去最大の
大型予算大型予算

7

総　額
95億 2,400 万円

人件費人件費
12.0％12.0％ 公債費公債費

8.1％8.1％
扶助費扶助費
3.7％3.7％

投資的経費投資的経費
42.1％42.1％

物件費物件費
13.1％13.1％

補助費等補助費等
11.7％11.7％

繰出金繰出金
4.7％4.7％

その他 3.0％その他 3.0％

町税町税
6.1％6.1％

地方交付税地方交付税
31.5％31.5％

町債町債
30.2％30.2％

国庫支出金12.0％国庫支出金12.0％

県支出金 3.2％県支出金 3.2％
寄付金 2.1％寄付金 2.1％

繰入金繰入金
10.8％10.8％

その他 4.1％その他 4.1％

維持補修費維持補修費
1.6％1.6％

特
　
集

議
案
審
議

採
決
一
覧

人
事
案
件
・
臨
時
会

子
ど
も
議
会

一
般
質
問

視
察
研
修
報
告

議
会
の
活
動

予
算
審
議



　
所
　
　
管

　
●
総
務
課　

　
●
危
機
管
理
対
策
室

　
●
税
務
町
民
課

　
●
政
策
推
進
課

　
●
教
育
文
化
課

 

細
谷
委
員　
防
災
訓
練
の
予

算
額
が
昨
年
対
比
で
大
幅
に
増

額
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
内
容
は
。

 

危
機
管
理
対
策
室
長　
今
年

度
は
、
大
規
模
災
害
の
発
生
を

想
定
し
、
職
員
全
員
に
よ
る
避

難
所
設
置
訓
練
お
よ
び
災
害
対

策
本
部
設
置
訓
練
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
講
師
を
３
名
程
度
お

願
い
し
実
施
す
る
も
の
で
す
。

 

長
岡
委
員　
県
内
同
規
模
町

村
は
高
水
準
を
維
持
す
る
一
方
、

当
町
は
寄
付
額
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
。
制
度
活
用
に
加
え
、
町

民
へ
の
理
解
促
進
や
機
運
醸
成

を
含
め
、
取
り
組
み
強
化
が
必

要
で
は
な
い
か
。

 

町
長　
大
切
な
自
己
財
源
の

１
つ
で
す
。庁
内
は
も
と
よ
り
、

機
会
が
あ
れ
ば
町
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
ま
す
。

 

青
木
委
員　
い
じ
め
や
不
登

校
が
本
人
を
取
り
巻
く
環
境
に

起
因
す
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て

の
新
規
派
遣
と
理
解
し
て
い
る

が
、
人
選
は
固
定
な
の
か
。

 

教
育
文
化
課
長　
今
回
は
保

育
園
児
か
ら
対
応
で
き
る
キ※

ン

ダ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

資
格
保
有
者
に
依
頼
す
る
た

め
、
人
選
は
固
定
で
す
。
経
験

豊
富
な
方
で
あ
り
、
安
心
し
て

任
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

長
岡
委
員　
参
加
機
会
の
公
平

性
確
保
と
、
研
修
成
果
の
地
域

全
体
へ
の
還
元
は
ど
う
図
る
か
？

 

教
育
文
化
課
長　

英
語
に
触

れ
る
修
学
旅
行
は
、
全
員
対
象

で
町
が
費
用
負
担
し
平
等
性
を

確
保
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
海

外
派
遣
は
希
望
者
対
象
の
発
展

と
の
位
置
付
け
で
、
参
加
者
は

報
告
会
で
成
果
を
町
民
へ
共
有

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
全
員
参

加
型
の
在
り
方
も
検
討
し
ま
す
。

 

白
田
委
員　
今
回
の
予
定
地

は
台
湾
の
台
北
を
予
定
し
て
い

る
。
米
国
は
治
安
的
に
は
心
配

だ
が
、台
湾
を
選
ん
だ
理
由
は
。

 

教
育
文
化
課
長　
国
際
情
勢

が
厳
し
い
中
で
米
国
へ
の
派
遣

は
難
し
く
、
り
ん
ご
の
輸
出
な

ど
で
町
と
の
関
係
が
深
い
台
湾

へ
の
派
遣
を
決
め
ま
し
た
。
事

前
に
職
員
２
名
を
現
地
に
派
遣

し
、
安
全
性
を
確
認
し
た
上
で

判
断
し
て
い
ま
す
。

 

和
田
委
員　
衛
星
通
信
シ
ス

テ
ム
負
担
金
の
繰
り
越
し
理
由

と
、
シ
ス
テ
ム
内
容
は
。

 

危
機
管
理
対
策
室
長　
衛
星

通
信
シ
ス
テ
ム
の
改
修
は
２
年

計
画
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度

も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
内

容
は
、
災
害
時
に
県
や
関
係
機

関
と
情
報
の
共
有
を
図
る
も
の

で
す
。

質質疑疑

総務文教総務文教
分野分野
総務文教総務文教
分野分野

予算審査予算審査
特別委員会特別委員会

    

中
学
生
海
外
派
遣

中
学
生
海
外
派
遣

    

事
業
の
研
修
先

事
業
の
研
修
先

    

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

    

ワ
ー
カ
ー
派
遣
へ

ワ
ー
カ
ー
派
遣
へ

    

中
学
生
海
外
派
遣

中
学
生
海
外
派
遣

    

事
業
の
意
義
は

事
業
の
意
義
は

    

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

    

ラ
ン
キ
ン
グ

ラ
ン
キ
ン
グ
3434
位位

一
般
会
計

一
般
会
計

    

防
災
訓
練

防
災
訓
練

    

衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム

衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム

※�

子
ど
も
と
家
庭
を
支
え
る
福
祉
の
専
門
職
。
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令和
８年度

ふるさと納税返礼品の一例

特
　
集

議
案
審
議

採
決
一
覧

人
事
案
件
・
臨
時
会

子
ど
も
議
会

一
般
質
問

視
察
研
修
報
告

議
会
の
活
動

予
算
審
議



 

鈴
木
義
昭
委
員　
西
村
山
広

域
消
防
で
、
消
防
本
部
庁
舎
の

新
築
に
続
き
、
は
し
ご
車
導
入

の
計
画
も
あ
る
と
い
う
が
、
本

当
に
必
要
な
の
か
。

 

町
長　
１
つ
の
町
だ
け
で
決

め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

１
市
４
町
で
必
要
性
や
財
政
負

担
に
つ
い
て
、
部
会
を
設
け
て

精
査
し
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

 

和
田
委
員　
印
刷
等
実
費
徴

収
金
だ
が
、
昨
年
か
ら
大
幅
に

増
額
と
な
っ
た
。
理
由
と
今
後

の
予
定
は
。

 

総
務
課
長　
輪
転
機
を
廃
止

し
、
コ
ピ
ー
の
み
と
な
っ
た
た

め
印
刷
費
が
増
額
に
な
り
ま
し

た
。
西
部
公
民
館
、
北
部
公
民

館
に
は
輪
転
機
が
あ
り
ま
す
の

で
、
安
価
に
利
用
で
き
ま
す
。

今
後
の
印
刷
費
に
関
し
て
は
検

討
し
ま
す
。

 

佐
竹
委
員　
運
転
免
許
自
主

返
納
者
に
対
し
２
万
円
分
の
県

タ
ク
シ
ー
共
通
券
や
山
交
バ
ス

回
数
券
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

券
を
１
回
支
援
す
る
事
業
だ
が
、

現
在
75
歳
以
上
の
高
齢
者
で

申
請
し
て
い
る
方
は
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
や
山
交
バ
ス
に
割
引

が
あ
る
。
75
歳
未
満
で
自
主
返

納
し
た
人
に
も
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
割
引
を
適
用
で
き
な
い
か
。

 

政
策
推
進
課
長　
現
時
点
で

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
所
　
　
管

　
●
農
林
振
興
課　

　
●
総
合
産
業
課

　
●
健
康
福
祉
課

　
●
町
立
病
院

 

３
歳
未
満
児
の
保
育
料
の

無
償
化
は
、
多
く
の
方
が

望
ん
で
い
た
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
私
と
し
て
は
、
も
う

少
し
早
く
行
っ
て
も
ら
え
て

い
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
長
岡
委
員　
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

や
加
工
場
な
ど
の
施
設
が
手
狭

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
以
前
、

社
員
休
憩
所
の
件
も
議
論
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
の
展
開
は
。

 

総
合
産
業
課
長　
運
営
協
議

会
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
令
和

８
年
度
に
農
産
物
用
冷
蔵
庫
を

導
入
し
ま
す
。
こ
の
他
の
展
開

も
、
施
設
の
構
造
上
難
し
い
面

は
あ
り
ま
す
が
、
関
係
者
と
協

議
の
上
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

鈴
木
義
昭
委
員　
地
域
密
着

型
施
設
整
備
交
付
金
が
県
か
ら

４
３
０
０
万
円
あ
る
が
、
町
か

ら
の
支
援
は
。

 

町
長　
町
か
ら
は
創
業
支
援

の
２
０
０
万
円
の
み
で
す
。
産

業
立
地
促
進
の
補
助
金
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
工
業
を

対
象
と
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
福
祉
施
設
に
も
活
用
で
き
る

か
精
査
し
、
前
向
き
に
検
討
し

ま
す
。

 

青
木
委
員　
出
動
時
の
日
当
を

１
万
円
で
計
上
と
の
こ
と
。
拘

束
時
間
や
危
険
度
、
高
度
な
技

術
に
見
合
っ
て
い
る
の
か
。
他

県
で
は
最
低
額
か
ら
最
高
額
ま

で
10
倍
以
上
の
差
が
あ
る
が
。

 

農
林
振
興
課
長　
状
況
に
も

よ
り
ま
す
が
、
活
動
時
間
は
半

日
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
運
用

の
中
で
状
況
を
見
な
が
ら
、
変

更
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

 

鈴
木
光
一
委
員　
一
部
の
高

齢
者
の
利
用
に
偏
っ
て
い
な
い

か
。
多
く
の
町
民
へ
の
周
知
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

健
康
福
祉
課
長　
移
動
手
段

が
課
題
と
な
り
、
町
中
心
部
の

方
の
利
用
が
多
い
状
況
で
す
。

よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
利
用
も
含
め
「
す

ぽ
っ
と
」
の
周
知
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

 

細
谷
委
員　

今
年
度
、
病

院
事
業
会
計
補
助
金
と
し
て

３
億
５
千
万
円
を
一
般
会
計
か

ら
繰
り
出
し
て
い
る
が
、
上
限

の
規
定
は
あ
る
の
か
。

 

総
務
課
長　
総
務
省
の
繰
り

出
し
基
準
に
基
づ
き
、
不
採
算

病
院
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お

り
、
上
限
の
明
確
な
規
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
病
院
会
計
の
収

支
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
町

と
病
院
で
協
議
し
て
い
ま
す
。

    
広
域
消
防
負
担
金

広
域
消
防
負
担
金

    

道
の
駅
冷
蔵
庫
増
設

道
の
駅
冷
蔵
庫
増
設

    

印
刷
費
の
高
騰
理
由

印
刷
費
の
高
騰
理
由

    

免
許
証
自
主
返
納
者
に

免
許
証
自
主
返
納
者
に

    

新
た
な
支
援
を

新
た
な
支
援
を

    

緊
急
銃
猟
対
応

緊
急
銃
猟
対
応

    

危
険
度
に
見
合
う
か

危
険
度
に
見
合
う
か

    

地
域
密
着
型

地
域
密
着
型

    

施
設
整
備
交
付
金

施
設
整
備
交
付
金

    

高
齢
者
の
居
場
所

高
齢
者
の
居
場
所

    

づ
く
り

づ
く
り((

す
ぽ
っ
と

す
ぽ
っ
と))

    

病
院
事
業
費
の

病
院
事
業
費
の

    

繰
り
出
し
基
準

繰
り
出
し
基
準

産業厚生産業厚生
分野分野
産業厚生産業厚生
分野分野

町民の
声

鈴木鈴木裕裕
ゆ う きゆ う き

樹樹さん（元町）さん（元町）
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柴
田
委
員　
意
向
調
査
業
務

の
詳
細
は
。

 

農
林
振
興
課
長　
３
年
間
で

西
、
中
、
北
部
地
区
の
５
～

６
カ
所
程
度
で
、
ど
の
ぐ
ら
い

の
木
材
が
産
出
で
き
る
の
か
や

コ
ス
ト
が
か
か
る
か
な
ど
を
把

握
す
る
た
め
現
地
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
今
年
度
は
白
倉
地
区

に
お
い
て
搬
出
ル
ー
ト
や
コ
ス

ト
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

 

石
井
委
員　
高
齢
者
で
も
誰

で
も
空
気
神
社
に
参
拝
で
き
る

よ
う
、
手
す
り
の
設
置
や
車
で

行
け
る
よ
う
に
す
る
考
え
は
な

い
か
。

 

総
合
産
業
課
長　
コ
テ
ー
ジ

村
大
規
模
改
修
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
現
在
、
車
道
整
備
の
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
す
り
に

つ
い
て
は
、
安
全
確
保
の
観
点

か
ら
危
険
箇
所
へ
の
設
置
を
検

討
し
ま
す
。

 

白
田
委
員　
全
国
的
に
農
作

業
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
当

町
で
も
農
作
業
事
故
防
止
の
た

め
の
講
習
会
な
ど
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

 

農
林
振
興
課
長　
チ
ラ
シ
や

朝
の
防
災
無
線
な
ど
で
注
意

喚
起
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

農
業
機
械
士
の
方
に
も
お
願
い

し
、
講
習
会
な
ど
も
検
討
し
な

が
ら
事
故
防
止
の
啓
発
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

 

「
認
定
農
業
者
農
機
具
支
援

事
業
の
増
額
に
つ
い
て
」

 

農
業
経
営
に
は
機
械
化
が

不
可
欠
で
す
。
高
額
な
上
に

更
新
が
厳
し
く
な
る
中
、
こ

の
支
援
事
業
は
大
変
あ
り
が

た
い
で
す
。
少
し
で
も
増
額

を
望
み
ま
す
。

 

青
木
委
員　
サ
ポ
ー
ト
体
制

充
実
に
向
け
た
活
動
助
成
は
。

提
供
会
員
へ
町
か
ら
５
０
０
円

加
算
さ
れ
て
い
る
。
金
額
の
算

出
根
拠
と
周
知
方
法
は
。

 

健
康
福
祉
課
長　
近
隣
市
町

村
の
状
況
や
最
低
賃
金
の
高
騰

を
考
慮
し
、
ま
ず
は
こ
の
金
額

と
し
ま
し
た
。
依
頼
者
に
は
各

種
子
育
て
支
援
事
業
の
相
談
時

に
、
提
供
会
員
に
は
お
知
ら
せ

板
な
ど
で
周
知
し
ま
す
。

 
細
谷
委
員　
空
気
神
社
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
事
業
は
大
変
好
評
で

あ
る
が
、
今
年
度
の
具
体
的
な

計
画
は
。

 

総
合
産
業
課
長　
週
末
の
夜

の
出
店
や
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

導
入
に
よ
る
経
済
効
果
を
図
る

と
と
も
に
、
安
全
対
策
と
し
て

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
増
設
や

ト
イ
レ
の
改
修
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

 

白
田
委
員　
朝
日
町
総
合
産

業
開
発
は
２
月
21
日
に
東
京

で
、
関
係
人
口
拡
大
を
目
的
と

し
た
「
朝
日
町
と
つ
な
が
る
夜

i
n 

T
O
K
Y
O
」
を
開
催

し
、
町
の
魅
力
を
P
R
し
た

が
、
今
後
も
継
続
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

 

総
合
産
業
課
長　
関
係
人
口

の
創
出
・
拡
大
に
有
効
な
手
段

で
あ
り
、
継
続
開
催
に
向
け
て

環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

鈴
木
義
昭
委
員　
町
内
の
タ

ク
シ
ー
事
業
者
が
３
月
で
廃
業

す
る
。
町
民
の
足
と
し
て
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
土
曜
運
行

の
考
え
は
。

 

町
長　
平
成
26
年
に
土
曜
運

行
を
試
行
し
ま
し
た
が
、
実
績

が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
地

域
公
共
交
通
会
議
で
も
話
は
出

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
以
前
と
は

状
況
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の

で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

和
田
委
員　
現
在
も
コ
テ
ー

ジ
の
建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
。

冬
期
間
の
工
事
と
な
っ
た
が
、

来
年
度
の
改
修
、
建
設
の
工
程

は
。

 

総
合
産
業
課
長　
４
月
か
ら

準
備
を
進
め
、
９
月
の
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

 

    

空
気
神
社
ラ
イ
ト

空
気
神
社
ラ
イ
ト

    

ア
ッ
プ
事
業

ア
ッ
プ
事
業

    

関
係
人
口
拡
大

関
係
人
口
拡
大

    

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

    

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

    

運
行
見
直
し

運
行
見
直
し

    

フ
ァ
ミ
サ
ポ
増
額
、

フ
ァ
ミ
サ
ポ
増
額
、

    

研
修
、
参
加
支
援
へ

研
修
、
参
加
支
援
へ

    

農
作
業
事
故
へ
の
対
応

農
作
業
事
故
へ
の
対
応

    

コ
テ
ー
ジ
村
再
整
備

コ
テ
ー
ジ
村
再
整
備

    
林
業
総
務
費
委
託
料

林
業
総
務
費
委
託
料

    

空
気
神
社
に

空
気
神
社
に

    

安
全
な
参
道
を

安
全
な
参
道
を

私も
ひとこと

佐藤佐藤純純
じゅんいちじゅんいち

一一さん（小原）さん（小原）
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日本一のコテージ村整備事業
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一
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報
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議
会
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活
動

予
算
審
議



 

鈴
木
光
一
委
員　
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
現
状
と
今
後
の
町
へ
の
経

済
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

 

総
合
産
業
課
長　
令
和
７
年

は
約
１
０
０
０
名
の
方
が
町
を

訪
れ
ま
し
た
。
経
済
効
果
に
つ

い
て
は
、
コ
テ
ー
ジ
が
完
成
す

れ
ば
多
く
見
込
め
る
よ
う
に
な

る
と
考
え
ま
す
。

 

柴
田
委
員　
各
保
健
組
合
が

実
施
し
て
い
る
受
診
率
向
上
対

策
と
し
て
、
保
険
会
社
の
社
員

に
よ
る
マ※

イ
リ
ン
ク
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
導
入
の
考
え
は
な

い
か
。

 

健
康
福
祉
課
長　
導
入
し
て

い
る
自
治
体
や
検
討
中
の
自
治

体
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

ま
す
が
、
当
町
で
は
可
能
性
を

精
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

和
田
委
員　
国
民
健
康
保
険

の
国
・
県
助
成
金
減
額
分
が
昨

年
度
よ
り
約
30
万
円
増
加
し
て

い
る
が
、
理
由
は
。

 
健
康
福
祉
課
長　
重
度
心
身

障
が
い
者
医
療
対
象
者
や
医
療

費
増
加
に
よ
り
、
減
額
分
が
増

え
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

柴
田
委
員　
健
康
づ
く
り
支

援
業
務
の
委
託
先
と
内
容
は
。

 

健
康
福
祉
課
長　
保
健
事
業

に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の
分
析

や
受
診
勧
奨
、
重
症
化
予
防
、

医
薬
品
の
適
正
使
用
な
ど
を
行

う
も
の
で
、
県
内
自
治
体
が
委

託
し
て
い
る
事
業
所
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
は
企
業
と
の
連
携

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

 

細
谷
委
員　
整
形
外
科
の
診

察
日
は
患
者
が
多
く
、
安
定
し

た
病
院
経
営
に
は
常
勤
医
師
の

確
保
が
必
須
で
あ
る
と
思
う

が
。

 

町
長　
山
大
医
学
部
に
年
２

回
訪
問
し
要
請
を
続
け
て
お

り
、
対
象
者
に
心
当
た
り
が
な

い
訳
で
は
な
い
で
す
が
、
教
授

か
ら
は
も
う
少
し
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
と
の
返
答
で
す
。
今

後
も
粘
り
強
く
交
渉
し
て
ま
い

り
ま
す
。

 

鈴
木
義
昭
委
員　
今
後
10
年

を
見
据
え
た
場
合
、
町
立
病
院

の
機
能
や
病
床
規
模
を
ど
の
よ

う
に
維
持
し
て
い
く
の
か
。

 

病
院
事
務
長　
西
村
山
全
体

で
も
、
人
口
は
減
っ
て
い
き
ま

す
が
、
２
０
４
０
年
ま
で
は
後

期
高
齢
者
の
人
口
は
大
き
く
減

少
し
な
い
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
現
時
点
で
は
病
院
機

能
は
現
状
を
維
持
し
て
い
く
考

え
で
す
。

 

白
田
委
員　
昭
和
56
年
に
大

谷
集
落
排
水
が
供
用
開
始
し
て

か
ら
45
年
が
経
過
し
て
い
る

が
、長
寿
命
化
の
取
り
組
み
は
。

 

建
設
水
道
課
長　
平
成
30
年

度
に
汚
泥
脱
水
機
、
令
和
元
年

度
に
分
電
盤
な
ど
を
修
繕
し
、

施
設
の
大
規
模
な
修
繕
は
完
了

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
機
械
器

具
に
つ
き
ま
し
て
も
省
力
化
、

省
電
力
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

鈴
木
義
昭
委
員　
今
後
、
人

口
減
少
が
進
む
中
で
、
水
道
料

金
収
入
は
減
少
し
、
現
在
の
規

模
や
管
路
延
長
は
維
持
で
き
る

の
か
。

 

建
設
水
道
課
長　

人
口
は

徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

収
入
は
過
去
５
年
間
を
見
て
も

安
定
し
て
い
ま
す
。
料
金
は
令

和
10
年
に
村
山
広
域
水
道
で
改

訂
予
定
で
す
の
で
、
そ
の
際
に

検
討
し
ま
す
。
管
路
は
延
長
が

長
い
の
で
、
漏
水
箇
所
か
ら
順

次
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

 

細
谷
委
員　
実
施
設
計
業
務

委
託
費
４
４
０
０
万
円
の
概
要

は
。

 

建
設
水
道
課
長　
一
ツ
沢
地

内
の
浄
水
施
設
に
、
保
健
所
か

ら
の
指
導
に
よ
り
ク
リ
プ
ト
対

策
と
し
て
ろ
過
装
置
を
整
備
す

る
計
画
で
あ
り
、
そ
の
設
計
費

用
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

    

国
・
県
助
成
の
減
額

国
・
県
助
成
の
減
額

  

国
民
健
康
保
険

  

特
別
会
計

    

各
種
検
診
受
診
率

各
種
検
診
受
診
率

    

向
上
に
向
け
て

向
上
に
向
け
て

    

疾
病
予
防
委
託
料

疾
病
予
防
委
託
料

    

に
つ
い
て

に
つ
い
て

    
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

    
現
状
は

現
状
は

    

水
道
事
業
の
展
望

水
道
事
業
の
展
望

    

ろ
過
装
置
整
備

ろ
過
装
置
整
備

    

病
院
事
業
の
展
望

病
院
事
業
の
展
望

  

病
院
事
業
会
計

    

整
形
外
科
の

整
形
外
科
の

    

常
勤
医
師
確
保

常
勤
医
師
確
保

    

長
寿
命
化
の

長
寿
命
化
の

    

取
り
組
み

取
り
組
み

  

集
落
排
水
事
業

  

会
計

  

水
道
事
業
会
計

※�

地
域
課
題
を
人
と
人
の
つ
な
が
り
で
解
決
す
る

調
整
役
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町民の健康と命を守る町立病院
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令和７年度一般会計補正予算（第９号） …………… 可決

　歳入歳出それぞれ3,430万円を減額し、総額を71億9,940万円とするもの。
減額となった主な要因としては、事業費の精査・確定によるものです。

○補正の主な内容
①地域活躍応援事業(除雪関連補助) ①地域活躍応援事業(除雪関連補助) ……………………………………………………………………  420万円 420万円
　…除雪関連の補助金交付決定額に合わせて増額するもの。　…除雪関連の補助金交付決定額に合わせて増額するもの。
②防災衛星通信システムの更新負担金 ②防災衛星通信システムの更新負担金 … ……………………………… …………………………… 340万円 340万円
　…衛星通信システムを第３世代に更新するための負担金を増額するもの。　…衛星通信システムを第３世代に更新するための負担金を増額するもの。
③ワクチン関連の国庫補助金等の返還 ③ワクチン関連の国庫補助金等の返還 … ……………………………… …………………………… 412万円 412万円
　…�主に令和５～６年度のコロナワクチン接種などに関する国庫補助金・負担　…�主に令和５～６年度のコロナワクチン接種などに関する国庫補助金・負担

金金を実績確定により返還するもの。を実績確定により返還するもの。
④病院事業会計への補助 ④病院事業会計への補助 … ……………………………………………… …………………………………………… 219万円 219万円
　…人件費などの増加に伴い補助金額を増額するもの。　…人件費などの増加に伴い補助金額を増額するもの。
⑤農業水路等長寿命化・防災減災事業 ⑤農業水路等長寿命化・防災減災事業 … ……………………………… …………………………… 112万円 112万円
　…　…弥八台ため池廃止に伴う設計に係る測量延長を延伸するため、増額するもの。弥八台ため池廃止に伴う設計に係る測量延長を延伸するため、増額するもの。
⑥鳥獣被害対策実施隊への活動報酬 ⑥鳥獣被害対策実施隊への活動報酬 … ………………………………… ……………………………… 380万円 380万円
　…　…今年度の見回りや、わな設置などの活動実績に応じて交付額を増額するもの。今年度の見回りや、わな設置などの活動実績に応じて交付額を増額するもの。
⑦町産材の加工 ⑦町産材の加工 … ………………………………………………………… ……………………………………………………… 400万円 400万円
　…�Asahi 自然観コテージ整備に使用する木材の加工について、プレカット以　…�Asahi 自然観コテージ整備に使用する木材の加工について、プレカット以

外の経費のかかり増し分を増額するもの。外の経費のかかり増し分を増額するもの。
⑧Asahi 自然観コテージ整備のための除雪費等 ⑧ Asahi 自然観コテージ整備のための除雪費等 …………………………………… 2,500万円 2,500万円
　…�コテージ新設・改修工事を円滑に進めるため、建設現場周辺の除雪とスキー　…�コテージ新設・改修工事を円滑に進めるため、建設現場周辺の除雪とスキー

場利用者の安全確保のため警備員を配置するもの。場利用者の安全確保のため警備員を配置するもの。
⑨町道の道路舗装修繕 ⑨町道の道路舗装修繕 … ……………………………………………… …………………………………………… 4,000万円 4,000万円
　…�令和７年度国補正予算（第１号）を受け、町道の道路舗装修繕工事を実施　…�令和７年度国補正予算（第１号）を受け、町道の道路舗装修繕工事を実施

するもの。するもの。
⑩橋りょうの修繕 ⑩橋りょうの修繕 … ……………………………………………………… …………………………………………………… 500万円 500万円
　…　…橋りょう点検結果を受けて、用沢橋、芋沢橋の修繕工事を実施するため増額するもの。橋りょう点検結果を受けて、用沢橋、芋沢橋の修繕工事を実施するため増額するもの。

令和８年
３月定例会 補正予算の主な内容

お
詫
び
と
訂
正

議会だよりNo.161の内容の一部に誤りが
ありました
　令和８年１月30日に町内全戸配布となった前
号（No.161）本紙10ページの「令和７年12月
定例会議案採決一覧」において、右記のとおり
誤りがありました。大変申し訳ありませんでし
た。お詫びして訂正いたします。
　なお、ホームページに掲載の本紙データにつ
いては修正をしています。

誤った
内容

正しい
内容

番　号 青木 和田 柴田 長岡 阿部
正明

鈴木
義昭 白田 石井 鈴木

光一 細谷 佐竹

議第69号 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

番　号 青木 和田 柴田 長岡 阿部
正明

鈴木
義昭 白田 石井 鈴木

光一 細谷 佐竹

議第69号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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青
木
議
員　
　
地
域
密
着
型 

看
護
小
規
模
多
機
能
型 

居
宅

介
護
施
設
の
整
備
費
が
減
額
。

事
業
概
要
と
延
期
理
由
、
今
後

の
予
定
は
。

 

健
康
福
祉
課
長　
訪
問
看
護
、

訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
短
期

入
所
の
４
つ
の
機
能
を
持
た
せ

た
介
護
施
設
で
す
。
今
年
度
は

施
設
の
整
備
が
不
可
能
だ
っ
た

た
め
、令
和
８
年
度
に
工
事
し
、

令
和
９
年
４
月
以
降
に
事
業
開

始
予
定
で
す
。

 

阿
部
正
明
議
員　
コ
ン
ビ
ニ

端
末
機
利
用
開
始
以
降
の
、
住

民
票
と
印
鑑
証
明
書
の
各
取
得

数
は
。
ま
た
、
３
月
と
い
う
移

動
時
期
に
、
な
ぜ
長
期
間
利
用

停
止
と
な
っ
た
の
か
。

 

税
務
町
民
課
長　
住
民
票
が

32
件
、
印
鑑
証
明
書
が
24
件
で

す
。
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
の
更

新
に
よ
り
、
Ｊ
-Ｌ
Ｉ
Ｓ
の
証

明
書
発
行
サ
ー
バ
ー
と
の
情
報

連
携
調
整
に
２
週
間
必
要
と
な

る
た
め
で
す
。

 
柴
田
議
員　
意
向
調
査
業
務

委
託
費
４
０
０
万
円
の
減
額
の

理
由
は
。

 

農
林
振
興
課
長　
下
芦
沢
地

区
の
現
地
調
査
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
木
材
の
切
り
出
し

が
非
常
に
困
難
な
た
め
見
送
り
、

減
額
補
正
と
し
た
も
の
で
す
。

 

白
田
議
員　
大
谷
地
区
の
弥

八
台
た
め
池
廃
止
工
事
の
内

容
は
。

 

農
林
振
興
課
長　
令
和
７
年

度
は
測
量
設
計
、
令
和
８
年
度

は
下
流
水
路
の
改
修
工
事
、
令

和
９
年
度
は
た
め
池
本
体
の
廃

止
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

 

石
井
議
員　
地
域
の
元
気
ク

ラ
ブ
・
長
寿
ク
ラ
ブ
が
な
く
な

り
、
楽
し
み
が
な
く
な
っ
た
と

の
声
が
出
て
い
る
。
現
在
の
ク

ラ
ブ
数
と
加
入
状
況
、
お
よ
び

活
動
拡
大
に
向
け
た
状
況
は
。

 

健
康
福
祉
課
長　
元
気
ク
ラ

ブ
数
は
西
部
地
区
３
、
中
部
地

区
７
、
北
部
地
区
６
で
す
。
ま

た
、活
動
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

 
細
谷
議
員　
町
道
の
道
路
維

持
費
は
毎
年
５
千
万
円
ほ
ど
計

上
し
て
い
る
。
舗
装
修
繕
工
事

の
優
先
順
位
は
、
ど
の
よ
う
に

決
め
て
い
る
の
か
。

 

建
設
水
道
課
長　
町
道
の
舗

装
は
昭
和
50
年
か
ら
60
年
に
か

け
て
整
備
し
て
お
り
、
目
視
で

の
判
断
で
損
傷
の
激
し
い
箇
所

や
、
地
域
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

箇
所
を
優
先
的
に
工
事
し
て
い

ま
す
。

 

柴
田
議
員　
県
単
独
道
路
整

備
事
業
負
担
金
４
５
０
万
円
が

減
額
補
正
と
な
っ
た
理
由
は
。

 

建
設
水
道
課
長　
当
初
５
０
０

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
県

の
単
独
工
事
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
残
り
50
万
円
は
県
道
宮

宿
浮
島
線
の
側
溝
整
備
へ
の

負
担
金
で
す
。

 

柴
田
議
員　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
メ
リ
ッ
ト
、
な
ら
び

に
利
用
率
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

 

税
務
町
民
課
長　
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
、
二

次
元
コ
ー
ド
決
済
に
対
応
で

き
、
便
利
と
の
声
が
届
い
て
い

ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
利
用
者
は
２
月
末
現
在
で

３
２
０
件
で
、
全
体
に
占
め
る

利
用
率
は
９・３
％
で
す
。

 
鈴
木
義
昭
議
員　
民
生
費
・
社

会
福
祉
費
総
額
が
５
８
０
０
万

円
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
は
。
ま
た
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
は
な
い
の
か
。

 

健
康
福
祉
課
長　
主
な
減
額

理
由
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
で
す
。
ま
た
、
利

用
者
増
に
伴
う
事
業
費
は
増

額
し
て
い
る
の
で
、
減
額
に
よ

る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は

あ
り
ま
せ
ん
。

 

細
谷
議
員　

２
月
に
審
議
可

決
さ
れ
た
「
医
療
機
関
等
物
価

高
騰
対
策
補
助
金
」
は
、
医
業

外
収
益
の
ど
の
部
分
に
計
上
さ

れ
て
い
る
か
。

 

病
院
事
務
長　
一
般
会
計
補

助
金
と
し
て
１
８
０
０
万
円
を

見
込
み
、
計
上
し
て
い
ま
す
。

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

民
間
の
新
規
看
護

民
間
の
新
規
看
護

介
護
施
設
整
備
延
期

介
護
施
設
整
備
延
期

コ
ン
ビ
ニ
端
末
機
に
よ
る

コ
ン
ビ
ニ
端
末
機
に
よ
る

公
的
証
明
書
取
得

公
的
証
明
書
取
得

林
業
総
務
費
委
託
料

林
業
総
務
費
委
託
料

農
業
水
路
長
寿
命
化

農
業
水
路
長
寿
命
化

元
気
ク
ラ
ブ
活
動
支
援

元
気
ク
ラ
ブ
活
動
支
援

町
道
舗
装
修
繕
工
事

町
道
舗
装
修
繕
工
事

道
路
新
設
改
良
費

道
路
新
設
改
良
費

戸
籍
住
民
基
本
台
帳

戸
籍
住
民
基
本
台
帳

社
会
福
祉
費
減
額

社
会
福
祉
費
減
額

医
療
機
関
等

医
療
機
関
等

物
価
高
騰
対
策
補
助
金

物
価
高
騰
対
策
補
助
金

※�システム開発・運営を担う地方公共団体情報システム機構の略称
11

弥八台ため池

朝日町立病院会計窓口
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令和８年３月定例会議案採決一覧令和８年３月定例会議案採決一覧
番　号 議案概要 結　果 青木 和田 柴田 長岡 阿部

正明
鈴木
義昭 白田 石井 鈴木

光一 細谷 佐竹

人事案件

議第５号 人権擁護委員の候補者の推薦
任期満了に伴い長岡輝美氏（常盤）を再任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 31 号 副町長の選任
伊藤耕平氏（経済産業省から出向） を新任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度補正予算

議第６号 朝日町一般会計補正予算（第９号）
3,430 万円減額／総額 71 億 9,940 万円 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第７号 国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
665 万円減額／総額９億 1,000 万円  原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第８号 介護保険特別会計補正予算（第３号）
9,170 万円減額／総額 11 億 5,398 万円 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第９号 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
730 万円増額／総額１億 2,200 万円 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第10号 病院事業会計補正予算（第２号）
収益的収支 200 万円減額／総額８億 9,090 万円　ほか 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例改正等

議第11号 町民バス等の設置及び管理に関する条例の一部改正
朝日・山形線の経路変更、往復定期券の料金改正、朝日・左沢線の土曜実証運行 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第12号 朝日町税条例の一部改正
４月１日以降の督促手数料の廃止 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第13号 朝日町税外収入金督促手数料及び延滞金徴収条例等の一部改正
４月１日以降の税外収入金督促手数料の廃止 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第14号 乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の設定
上位法の規定に基づき標記設備及び運営に関する基準について必要事項を定める 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第15号
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部改正
上位法の一部改正により本条例の基準の一部を改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第16号 放課後児童健全育成事業に関する基準を定める条例の一部を改正
上位法の一部改正により本条例の一部を改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第17号 朝日町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
人事院勧告等による一般職等の職員の給与を改定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第18号
朝日町職員等の旅費に関する条例の一部改正
国家公務員等の旅費に関する法律の一部改正に伴い、そち
らとの均衡を図るため本条例の一部を改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第32号 朝日町特別職に属する者の給与に関する条例の一部改正
特別職に属する者の給与（手当）の改定を行うため、本条例の一部を改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画の策定・変更
議第19号 過疎地域持続的発展計画の変更 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第20号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更（太郎・石須部辺地） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第21号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定（上郷辺地） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第22号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定（送橋辺地） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第23号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定（立木・白倉辺地） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新年度（令和８年度）予算

議第24号 朝日町一般会計予算
歳入歳出総額 95 億 2,400 万円 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第25号 朝日町国民健康保険特別会計予算
歳入歳出総額９億 2,100 万円 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第26号 朝日町介護保険特別会計予算
歳入歳出総額 12 億 1,810 万円 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第27号 朝日町後期高齢者医療特別会計予算
歳入歳出総額１億 3,830 万円 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第28号
朝日町病院事業会計予算
収益的収支総額９億 2,000 万円
資本的収入総額 5,024 万円
資本的支出総額 9,980 万円

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第29号
朝日町集落排水事業会計予算
収益的収支総額 3,350 万円
資本的収入総額 740 万円
資本的支出総額 1,000 万円

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第30号
朝日町水道事業会計予算
収益的収支総額１億 5,070 万円
資本的収入総額 2,080 万円
資本的支出総額２億 2,930 万円

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員発議

発議１号 朝日町議会議員の定数条例の一部改正
議員定数 12 人から２人削減し、10 人に改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議２号 朝日町議会委員会条例の一部改正
２常任委員会の委員定数を６人から５人に改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※賛成：○　反対：×
※阿部為吉議員は議長のため採決には参加しません。※補正予算および決算の金額は万円以下切り捨てで表記しています。 11
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令和８年１月 15日

令和８年２月 12日

令和８年　第１回臨時会令和８年　第１回臨時会

議第１号議第１号

議第３号議第３号

令和７年度朝日町一般会計補正予算（第６号）

令和７年度朝日町一般会計補正予算（第８号）

…………… 可決

…………… 可決

地域商品券について

高圧電力支援事業の実績は

補正予算質疑

補正予算質疑

全町民に１万３,000 円の地域商品券を配付とのことだが、８,000 円・５,000 円の内
訳根拠は。また、お米券は配付するのか。
町内事業所でのみ使える商品券が８,000 円分、フランチャイズ※でも使える商品券を
５,000 円分としました。なお、お米券は縁故米が多数あり、今回は商品券にしました。

物価高騰における町内事業所への電気料金支援事業所数と効果検証は。また、その事
業が事業所の下支えとなっているか。
高圧契約している 20 事業所に補助予定です。これまで２回実施し、実績報告にて効
果を検証しており、非常にありがたかったとの声をいただいています。

柴田議員

長岡議員

総合産業課長

総合産業課長

  人 事 案 件  人 事 案 件

※町外にある本部のしくみで運営する店

令和８年　第２回臨時会令和８年　第２回臨時会
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副町長の選任について

人権擁護委員の候補者の推薦につき
意見を求めることについて

議第 31 号

　朝日町副町長を選任することについて議会の同意を
求めるもの。起立採決の結果、全会一致で伊藤耕平氏（経
済産業省から出向）の選任に同意することに決定しま
した。

議題５号

　現人権擁護委員、長岡輝美氏は令和８年６月 30 日を
もって任期満了となるため、令和 11 年６月までの３年
間、再度推薦することに全会一致で同意しました。

伊
いとう

藤　耕
こうへい

平 氏（大町）

長
ながおか

岡　輝
てるみ

美 氏（常盤）

特
　
集

予
算
審
議

議
案
審
議

採
決
一
覧

人
事
案
件
・
臨
時
会

子
ど
も
議
会

一
般
質
問

視
察
研
修
報
告

議
会
の
活
動

人
事
案
件
・
臨
時
会



　令和 8年 2 月 18 日（水）、朝日町役場庁舎３
階の議場にて、「朝日町立小学校子ども議会」が
開催されました。西五百川、大谷小学校５・６年
生と宮宿小学校の６年生、合わせて 46人が出席。
各校から選ばれた代表児童は、総合的な学習の時
間に学んだことを踏まえて、それぞれ特徴ある質
問や提案を鈴木浩幸町長へ投げかけました。
　当日は通常の町議会と同様に、阿部為吉議長が
座長を務め、一般質問の形式で実施されました。

あ
さ
ひ
未
来
学
園
の
水
道
水
は

「
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
え
る
町
と
は

西
部
地
区
住
民
の
買
い
物
対
策

�
Q �

校
内
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
81
％
が
学
校
の
水
道
水
は
お
い
し
く
な
い
と
い
う
答
え

で
、
あ
さ
ひ
未
来
学
園
の
水
道
水
は
ど
う
な
る
の
か
。

�

Q �

朝
日
町
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
町
は
、
ど
の
よ
う
な
町
だ
と
お
考
え
か
。

�

Q �

西
部
地
区
に
は
、
食
料
品
や
日
用
品
な
ど
を
買
え
る
店
が
な
い
。
暮
ら
す
人
た
ち

が
買
い
物
し
や
す
く
す
る
た
め
の
対
策
は
。

阿部為吉 議長阿部為吉 議長

白し
ら
た田 

隼は
や
と理
さ
ん
、
鈴す

ず
き木 

佐さ

ち知
さ
ん
、
鈴す

ず
き木 

直な
お
き輝
さ
ん

羽は
し
ば柴 

ア
イ
ペ
リ
さ
ん
、
海う

ん
の野 

雫し
ず
くさ
ん
、
佐さ

た
け竹 

結ゆ

め芽
さ
ん

小お
が
わ川 

竜た
つ
き輝
さ
ん

�
あ
さ
ひ
未
来
学
園
に
は
、
冷
水
器
を
設
置
し
、
い
つ
で
も
冷
た
い
水
が
飲
め

て
、
水
筒
に
も
詰
め
ら
れ
る
安
心・安
全
に
過
ご
せ
る
学
校
に
し
て
ほ
し
い
。

�

買
い
物
と
空
き
家
問
題
の
両
方
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
、
企
業
と
連
携

し
空
き
家
を
活
用
し
た
お
店
を
開
く
こ
と
。

困
っ
て
い
た
学
校
の
水
の
味
や
お
店
の
こ
と
に
つ
い
て
、
対
策
や
現
在
の
計
画
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
朝
日
町
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
者

質
問
者

質
問
者

感　
想

提　
案

提　
案

西五百川
小学校

お持ちのスマートフォンや
タブレットから上記の二次
元バーコードを読み込む
と、子ども議会の様子を動
画でご視聴いただけます。

阿あ

べ部 

美み
そ
ら昊
さ
ん
、
長な

が
お
か岡 

希き
み
と海
さ
ん
、
樋ひ

ぐ
ち口 

瑠る

る月
さ
ん
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地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

�

Q �

地
域
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

細谷秀明 副議長

白し
ら
た田 

真ま

ゆ悠
さ
ん
、
川か

わ
む
ら村 

芽め
ぶ
き希
さ
ん
、
佐さ

と
う藤 
真ま

お生
さ
ん

鈴す
ず
き木 

結ゆ
う
し
ん心
さ
ん

和わ
な
じ
ょ
う

南
城 

愛あ
お
い生
さ
ん

１
．�

空
き
家
を
飲
食
店
や
民
宿
な
ど
に
し
、
人
が
集
ま
り
に
ぎ
わ
う
場
に

す
る
こ
と
。

2
．�

A
s
a
h
i
自
然
観
に
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
り
や
ス
キ
ー
を
楽
し
め

る
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
こ
と
。

空
き
家
の
多
さ
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
空
き
家
の
再
利

用
や
お
店
を
建
設
す
る
大
変

さ
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
。

�

A
s
a
h
i
自
然
観
に
遊
べ

る
場
も
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

北
部
地
区
だ
け
で
な
く
、
町
で
も
地
域
の
人
た
ち
の
つ

な
が
り
を
つ
く
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
し
て

い
る
と
知
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
や
お
年
寄
り

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

質
問
者

感　
想

感　
想

提　
案

宮宿
小学校

大谷
小学校

貴重な意見を受け、
よりよいまちづく
りにしていかなけ
ればならないと強
く感じました。
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３３校合同校合同
朝日町立小学校朝日町立小学校

西五百川・宮宿・大谷西五百川・宮宿・大谷
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♦一般質問とは　�議員による町民のための施策提言の場。その実現に向けた方策を、町長・執行部
側と真剣に質疑・答弁を介して政策議論します。

1 鈴　木　義　昭 令和８年度予算編成方針について Ｐ18

2 細　谷　秀　明 高齢者福祉施策の推進を！！ Ｐ19

3 和　田　一　則 国民健康保険税統一について Ｐ19

4 青　木　裕　子 美しい町並みを次世代へ残す取り組みについて Ｐ20

5 鈴　木　光　一 持続可能なりんご産業
高齢者の難聴支援について Ｐ20

6 柴田喜久雄 食料、農業、農村基本計画について
朝日町における自立農業確立のために Ｐ21

7 白　田　忠　一 今後の持続可能な地域づくりについて Ｐ21

お持ちのスマート
フォンやタブレット
から二次元バーコー
ドを読み込むと、各
議員の質問を動画で
ご視聴いただけます。

【
質
問
】　
大
型
事
業
が
町

財
政
に
与
え
る
影
響
は
。

【
町
長
】　
自
然
観
コ
テ
ー

ジ
村
整
備
事
業
に
約
3
・

5
億
円
、
あ
さ
ひ
未
来

学
園
建
設
に
約
30
億
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
財
源

は
、
有
利
な
過
疎
債
や
辺

地
債
な
ど
で
す
。
経
常

収
支
比
率
は
、
令
和
6

年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
98
・

8
％
と
県
内
で
も
高
水
準

に
位
置
し
て
お
り
、
事
務

の
効
率
化
や
無
駄
の
削
減

を
意
識
し
、
業
務
を
遂
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
質
問
】　
将
来
負
担
比
率

は
ど
の
程
度
見
込
ん
で
い

る
か
。

【
町
長
】　

令
和
8
年
度

か
ら
比
率
が
発
生
し
、
最

大
で
50
％
程
度
ま
で
上
昇

す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

全
職
員
に
対
し
、
緊
張
感

を
も
っ
て
財
政
運
営
に
努

め
、
共
通
認
識
の
も
と
業

務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
質
問
】　
新
た
な
子
育
て

支
援
策
は
。

【
町
長
】　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
い
わ

ゆ
る
社
会
福
祉
士
な
ど
を

配
置
し
、
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
消
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
深
刻
な
状
況
を
未

然
に
防
い
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
、
今
ま
で
に

な
い
大
型
予
算
だ
が

町
民
の
勇
気
と
元
気
に

つ
な
が
る
予
算

町長財
政
運
営
に
つ
い
て

財
政
運
営
に
つ
い
て

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援
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町政に問う 一般質問町政に問う 一般質問

多額の予算投入「あさひ未来学園」完成予想図 鈴鈴
す ず きす ず き

木木　　義義
よしあきよしあき

昭昭      議員議員
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一
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質
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【
質
問
】　
介
護
等
全
般
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「
介
護
老
人
福
祉
施
設
」

が
町
内
外
に
３
カ
所
で
事

業
展
開
し
て
い
る
が
、
入

所
申
込
み
の
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】　
以
前
と
比
較
し

て
待
機
者
数
は
減
少
し
、

待
機
期
間
も
短
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
要
因
と
し

て
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
が
増
え
た
こ
と
で
、

利
用
者
の
選
択
肢
が
広

が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

【
質
問
】　
介
護
老
人
福
祉

施
設
に
入
所
で
き
ず
、
自

宅
で
の
家
族
介
護
で
は

老
々
介
護
が
増
加
し
、
精

神
的
・
肉
体
的
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

「
要
介
護
３
」
以
上
の
方

を
家
庭
で
介
護
し
て
い
る

方
へ
の
支
援
を
拡
充
す
べ

き
と
思
う
が
。

【
町
長
】　
現
在
、
在
宅
介

護
実
態
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
分
析

し
、
介
護
者
の

負
担
の
実
態
を

把
握
し
た
上
で
、

家
族
介
護
支
援

事
業
の
施
策
に

つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
質
問
】　

介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
高

齢
者
が
、
安
心

し
て
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
を
利

用
で
き
る
体
制

づ
く
り
が
必
要

と
思
う
が
。

【
町
長
】　
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
た
め
制
約
が
あ
り
ま
す

が
、
可
能
な
範
囲
で
柔
軟

な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
策
の

推
進
を
‼︎

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を

丁
寧
に
分
析
し
ま
す

町長

【
質
問
】　
国
民
健
康
保
険

税
統
一
に
向
け
て
の
進
捗

状
況
は
。

【
町
長
】　
山
形
県
で
は
、

令
和
７
年
度
か
ら
11
年
度

ま
で
の
５
年
間
で
「
納
付

金
ベ
ー
ス
で
の
統
一
」
を

行
い
、
そ
の
後
「
完
全
統

一
」
を
目
指
す
方
向
で
市

町
村
と
協
議
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
質
問
】　
納
付
金
ベ
ー
ス

で
の
統
一・完
全
統
一
と
は
。

【
町
長
】　
「
納
付
金
ベ
ー

ス
で
の
統
一
」
と
は
、
納

付
金
の
算
定
に
お
い
て
、

市
町
村
ご
と
の
医
療
費
水

準
を
加
味
し
な
い
こ
と
を

意
味
し
、「
完
全
統
一
」

と
は
居
住
す
る
市
町
村
に

か
か
わ
ら
ず
、
同
一
世
帯

構
成
、
同
一
所
得
水
準
で

あ
れ
ば
、
保
険
税
が
同
じ

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
質
問
】　
納
付
金
ベ
ー
ス

で
の
統
一
・
完
全
統
一
が

実
現
し
た
場
合
、
当
町
の

国
民
健
康
保
険
税
額
に
変

化
は
あ
る
の
か
。

【
町
長
】　
国
民
健
康
保
険

税
を
算
定
す
る
上
で
の
基

礎
的
な
数
値
が
、
納
付
金

ベ
ー
ス
統
一
が
行

わ
れ
る
令
和
11
年

度
に
ど
の
程
度
に

な
る
か
に
よ
っ
て

変
わ
り
ま
す
の
で
、

現
時
点
で
見
通
す

の
は
困
難
と
考
え

て
い
ま
す
。
完
全

統
一
は
７
年
後
で
、

さ
ら
に
先
の
こ
と

で
あ
り
、
見
通
し

は
不
透
明
な
状
況

で
あ
り
ま
す
。

【
質
問
】　

保
険
事

業
に
つ
い
て
、
納
付
金

ベ
ー
ス
で
の
統
一
・
完
全

統
一
と
な
っ
た
場
合
の
取

り
扱
い
は
。

【
町
長
】　
県
で
は
、
令
和

９
年
度
か
ら
「
保
険
事
業

等
部
会
」
を
新
設
し
、
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

統
一
の
影
響
は

今
後
の

国
民
健
康
保
険
税
額
は
不
透
明

町長
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細細
ほ そ やほ そ や

谷谷　　秀秀
ひであきひであき

明明    議員議員町内にある介護老人福祉施設

和和
わ だわ だ

田田　　一一
かずのりかずのり

則則      議員議員町民が笑顔で診療を受けられるために
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【
質
問
】　
朝
日
町
の
美
し

い
街
並
み
は
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
べ
き
町
の
宝
で
あ
り
、

貴
重
な
財
産
で
あ
る
。

　
朝
日
岳
の
景
観
保
全
に

向
け
て
、
国
や
県
の
補
助

金
だ
け
で
は
な
く
、
民
間

の
日
本
山
岳
遺
産
基
金
へ

の
申
請
も
検
討
し
て
は
い

か
が
か
。

【
町
長
】　
提
案
を
精
査
・

検
討
し
、
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

【
質
問
】　
農
業
分
野
に
お

い
て
も
景
観
保
全
の
観
点

か
ら
、
園
地
の
形
成
・
保

全
の
支
援
や
、
独
立
し
た

審
査
機
関
の
設
立
な
ど
の

仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
は

い
か
が
か
。

【
町
長
】　
審
査
に
あ
た
り

公
平
性
を
担
保
す
る
方
法

の
模
索
な
ど
課
題
は
あ
る

も
の
の
、
前
向
き
な
提
案

と
し
て
受
け
止
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
質
問
】　
町
の
宝
を
後
世

に
つ
な
ぐ
た
め
、
既
存
の

条
例
を
精
査
し
、
農
業
や

観
光
な
ど
を
包
括
す
る
新

た
な
条
例
の

制
度
を
検
討

し
て
は
ど
う

か
。

【
町
長
】　

非

常
に
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
も

の
の
、
そ
れ

ぞ
れ
の
現
状

に
見
合
っ
た

運
用
し
や
す

い
計
画
を
実

施
し
て
い
き

た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
後

世
に
お
い
て
も
町
の
景
観

を
維
持
で
き
る
よ
う
、
条

例
整
備
に
向
け
た
動
き
の

必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

既
存
施
策
の
精
査
も
踏
ま

え
、
総
合
的
に
考
え
て
ま

い
り
ま
す
。

【
質
問
】　
作
業
効
率
が
高

く
、
雪
に
強
い
り
ん
ご
の

栽
培
方
法
、「
朝
日
ロ
ン

バ
ス
方
式
」
の
推
進
と
省

力
化
技
術
の
導
入
に
つ
い

て
、
そ
の
進
捗
を
伺
う
。

【
町
長
】　
平
成
25
年
か
ら

の
実
績
で
、
約
4
2
0
0

本
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ン
バ
ス
方
式
は
雪
害
に

よ
る
枝
折
れ
が
少
な
く
管

理
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、

早
期
多
収
や
省
力
化
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
葉
取
ら
ず
栽
培

や
A
I
ロ
ボ
ッ
ト
、
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
な
ど
、
さ

ら
な
る
省
力
化
に
向
け
、

先
進
地
の
情
報
を
収
集
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
質
問
】　
高
齢
化
が
進
む

当
町
に
お
い
て
、
加
齢
性

難
聴
の
早
期
発
見
、
早
期

対
応
へ
の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】　
健
康
教
室
な
ど

で
の
加
齢
性
難
聴
に
つ
い

て
の
講
話
や
、
ご
自
身
で

「
耳
の
聴
こ
え
」
を
確
認

で
き
る
耳
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】　
難
聴

に
よ
り
生
活
に

支
障
が
生
じ
て

い
る
高
齢
者
へ

の
補
聴
器
購
入

に
か
か
る
費
用

の
一
部
助
成
に

つ
い
て
は
。
ま

た
、
役
場
窓
口

へ
の
「
軟
骨
伝

導
イ
ヤ
ホ
ン
」

の
設
置
は
。

【
町
長
】　
必
要

性
や
制
度
の
在

り
方
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

「
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
」

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
使
用
は

有
効
な
手
段
で
あ
り
、
調

査
・
研
究
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

新
た
な

景
観
保
全
条
例
の
設
置
は

ロ
ン
バ
ス
栽
培
の
成
果
、

省
力
化
技
術
は

ハ
ー
ド
ル
高
く

既
存
条
例
の
内
容
精
査
か
ら

栽
培
管
理
が

効
率
よ
く
省
力
化

町長

町長
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【
質
問
】　
令
和
６
年
改
正

の
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
」
に
基
づ
き
、
基

本
計
画
が
令
和
７
年
４
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
、
当
町

に
お
い
て
も
地
域
農
業
の

現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
10

年
後
の
農
地
利
用
の
姿
を

示
す
「
地
域
計
画
」
が
示

さ
れ
て
い
る
。
中
・
西
・

北
部
の
３
地
区
に
大
別
し

た
計
画
で
あ
り
、
毎
年
見

直
し
を
行
う
と
伺
っ
て
い

る
が
、
今
後
、
地
区
別
に
、

ど
こ
を
、
誰
が
、
何
を
と

い
っ
た
具
体
的
な
想
定
地

図
を
示
し
、
効
果
的
に
集

約
を
図
る
べ
き
と
考
え
る

が
。

【
町
長
】　
地
域
農
業
に
お

い
て
は
、
農
用
地
や
水
路
、

農
道
の
保
全
の
み
な
ら
ず
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
や
環
境
保
護
な
ど
多
面

的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

今
後
は
農
家
の
意
向
を
反

映
し
な
が
ら
、
農
地
の
集

約
や
放
棄
地
の
解
消
に
注

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
質
問
】　
サ
ク
ラ
ン
ボ
の

受
粉
支
援
に
つ
い
て
。

【
町
長
】　

県
と
と
も
に

「
サ
ク
ラ
ン
ボ
結
実
確
保

緊
急
支
援
事
業
」
に
よ
り
、

ミ
ツ
バ
チ
導
入
な
ど
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
質
問
】　
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が

進
む
中
で
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
機
能
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み
が
必
要
だ

が
、
具
体
的
な
方
策
は
。

【
町
長
】　
小
さ
な
単
位
で

の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
で
、
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
盛
り

上
げ
、
地
区
の
に
ぎ
わ
い

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
維
持
活
動
へ
の
支
援

や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

集
落
支
援
員
が
中
心
と
な

り
、
居
場
所
づ
く
り
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
好

事
例
も
生
ま
れ
て
お
り
ま

す
。

【
質
問
】　
ま
ち
づ
く
り
は

人
づ
く
り
と
言
わ
れ
て
い

る
。「
こ
の
町
が
好
き
だ

か
ら
守
り
た
い
」
と
い
う

人
を
増
や
す
た
め
の
取
り

組
み
が
必
要
だ
。
地
域
活

動
へ
の
参
加
を
促
す
た
め

の
対
策
は
。

【
町
長
】　
地
域
と
つ
な
が

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
地

区
と
の
関
わ
り
を

深
め
、
地
区
の
一
員

と
し
て
育
て
て
い

く
意
識
も
必
要
と

思
い
ま
す
。

【
質
問
】　
「
あ
さ
ひ

未
来
学
園
」
で
の

郷
土
愛
を
育
む
教

育
は
。

【
町
長
】　

学
校
が

一
つ
に
な
る
こ
と

は
、
学
び
の
対
象

が
身
近
な
地
域
か

ら
町
全
体
へ
と
広

が
る
機
会
と
捉
え

て
い
ま
す
。
学
び

を
学
校
内
に
と
ど
め
る
こ

と
な
く
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
を
育
む
と
い
う

姿
勢
の
も
と
、
郷
土
愛
が

育
ま
れ
る
教
育
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

成
る
か
‼︎

耕
作
放
棄
地
の
再
生

今
後
の
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

地
域
計
画
を
策
定
し

農
地
利
用
を
示
す

つ
な
が
り
づ
く
り
で
地
区
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
盛
り
上
げ
る

町長

町長
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議会運営委員会視察研修報告書

議会広報常任委員会視察研修報告

議会運営委員会行政視察報告

視察期日　令和８年２月３日(火)～４日(水）

視 察 先　宮城県大
たいわちょう

和町議会、宮城県柴
しばたまち

田町議会

視察目的
　先進的な議会運営や議会活性化に取り組んでいる両議会を視察研
修し、当町の議会運営や活性化に活かすことを目的とする。

内　　容
　大和町議会は通年議会を導入し、会期を１年とすることで議員活
動の自由度向上や専決処分の抑制といった利点がある。自由闊達な
意見交換を促し、多様な視点を共有できることが特徴である。

　また、柴田町議会では住民懇談会に「ワールド・カフェ方式」を取り入れ、リラックスした対話の
中で多様な意見を引き出し、課題の把握や解決につなげている。当議会においても、住民との距離を
縮める有効な手法として導入が考えられる。

視察期日　令和８年１月28日(水)〜29日(木)

視 察 先　岩手県西
に し わ が ま ち

和賀町議会、秋田県東
ひがしなるせむら

成瀬村議会

目　　的
　議員のなり手不足が全国的な課題となっている昨今、議会の重要
な役割として、議会活動への理解を深めていただく手段の１つが議
会広報である。見る人、読む人（町民）に分かりやすく、読みやす
い紙面づくりを推進するため、先進的な活動を行っている議会を調
査し、今後の委員会活動に資することを目的とする。

視察の主な内容
　⑴編集方針について　⑵編集作業全般について　⑶広報紙のリ
ニューアルについて（西和賀町のみ）⑷議会ブログの運営について
（東成瀬村のみ）

所感
●西和賀町
　私たちの議会だよりに多くの関心を寄せていただいた。この視察を通じて、さまざまな企画を拝見
した。特に、ネームバリューやクイズ、臨時号の発行など、町民に寄り添った編集に徹していたこと
が印象に残った。
●東成瀬村
　編集にあたっては、事務局職員と印刷会社が果たす役割が非常に大きいと感じた。職員が原稿を作
成し、印刷会社に送り、その原稿をもとにレイアウトを行い、職員が修正箇所を指摘し、印刷会社が
修正する。その後、委員会で編集し、誤字・脱字を修正して印刷にかけるとのことだった。事務局職
員の意向が大きく反映されるものと感じた。

参 加 者

参 加 者

阿部正明委員長、白田忠一副委員長、和田一則委員、鈴木光一委員
長岡裕二委員、阿部為吉議長、細谷秀明副議長、阿部正文議会事務局長

長岡裕二委員長、佐竹祐樹副委員長、柴田喜久雄委員、鈴木義昭委員
細谷秀明委員、村山庶務係長

※少人数で対話を回し、意見を広げる話し合い手法 22
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岩手県雫
しずくいしちょう

石町議会広報広聴常任委員会
視察日：令和８年１月27日（火）

【研修目的】
　議会だより発行における編集方針および体制に
ついて（表紙のリニューアル、巻末企画 「地域を
見つめるリーダーたちの提言」、編集スケジュー
ル、発行経費、特集への取り組み方 〔テーマ決め
など〕）

【研修内容】
　まず、上記の事前質問事項について、長岡委員長
ならびに事務局より説明があった。その後の質疑
応答や意見交換会では、委員間で活発な議論が行
われ、予定時間を超えるほど大変有意義な機会と
なった。

提出者：阿部為吉議長、細谷秀明副議長、阿部正明議会活性化特別委員会委員長

　令和７年３月に提出した中間報告および要望書において、議員報酬を近隣自治体と同等以上
へ引き上げる必要性を示しましたが、その後も議会活性化特別委員会で「議員のなり手不足」を
中心に議論を重ねた結果、より具体的な金額を示して改めて要望するに至りました。

○要望書の内容（要約）
　現在、議員報酬は平成8年以降、月額23万5,000円に据え置かれています。しかし、近年の物
価上昇や社会経済情勢の変化に加え、議員活動の多様化・専門化により職務負担は増大してお
り、現行の報酬水準では十分な議会活動に専念できる環境の確保が難しくなってきています。
　また、将来的な議会の持続性を確保し、多様な人材が参画できる環境を整えるためにも、報酬
水準の見直しは喫緊の課題であると考えます。
　このため、議員報酬を月額23万5,000円か
ら29万5,000円へ、議長を31万円から39万円
へ、副議長を25万円から31万5,000円へそれ
ぞれ引き上げるよう強く要望いたします。さら
に、町長、副町長、教育長、代表監査委員をはじ
めとする特別職についても同様の状況にあるこ
とから、これらの報酬についてもあわせて引き
上げを要望いたします。

令和８年３月１３日　朝日町議会 議長 阿部為吉

朝日町長 鈴木浩幸　殿

議会議会のの活動活動
視察の来訪がありました

議員報酬引き上げについての要望書提出へ 
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  次の定例会は６月４日（木）開会予定です。
  　パソコンやスマートフォン等で、
議会中継をご覧いただけます。
　録画でもご覧いただけます。

　議会だより取材のため腕章を着用した議会
議員が写真撮影に伺うことがありますので、
ご理解とご協力をお願いいたします。

山形県朝日町議会

tel:0237-67-3306   fax:0237-67-2117
mail:gikai@town.asahi.yamagata.jp

●  ご意見・ご感想は議会事務局まで  ●
あ

さ
ひ

ま
ち

議
会

だ
よ

り
　

第
162 号

　
令

和
８

年
４

月
28日

発
行

■
発

行
 朝

日
町

議
会

　
■

編
集

 朝
日

町
議

会
広

報
常

任
委

員
会

　
山

形
県

西
村

山
郡

朝
日

町
大

字
宮

宿
1115　

 https://w
w

w
.tow

n.asahi.yam
agata.jp

■
印

刷
　

株
式

会
社

 若
月

印
刷
　 【

発
行
責
任
者
】

　
議
　
　
長�

阿
部
　
為
吉

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委 

員 

長�

長
岡
　
裕
二

　
副
委
員
長�

佐
竹
　
祐
樹

　
委
　
　
員�

柴
田
喜
久
雄

　
　 

〃
　
　 �

鈴
木
　
義
昭

　
　 

〃
　
　 �

細
谷
　
秀
明

皆さんの地域の区長さんから、
町発展に向けた貴重なご意見を伺います。

高田区長
長岡　広

ひろじ
二さん

地域を見つめる地域を見つめる
リーダーたちの提言リーダーたちの提言

　雪解けの季節になると、イノシシによる崖の掘り起こしで側溝が埋まっている
箇所があります。
　埋まっている距離が長く、区の人足では対応しきれないため、町に対応してい
ただいています。崖が掘り起こされないような対策についても検討していただき
たいと思います。
　令和７年度から区長を引き受けて 1 年、区民の皆様の協力のおかげで無事に務
めることができました。しかし、区民の高齢化や戸数の減少により、区の維持管
理などを考えると将来に不安を感じています。今後は区民の皆様と知恵を出し合
いながら、自治会活動を進めていきたいと思います。そのためにも、町・議会の
皆様にはご支援を賜りますようお願い申し上げます。

提言
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山
々
の
残
雪
も
わ
ず
か

と
な
り
、
い
よ
い
よ
春
本

番
の
季
節
を
迎
え
ま
し

た
。
近
年
は
自
然
災
害
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
年
一
年
、
災
害
が

起
き
な
い
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
の
当
町

の
予
算
額
は
過
去
最
大
の

95
億
円
で
可
決
・
成
立
し

ま
し
た
。
今
後
は
町
執
行

部
と
議
会
が
緊
張
感
を

持
っ
て
、
町
政
運
営
に
あ

た
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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秀
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イノシシから無惨にも掘り起こされた様子


